
金
海
古
蹟
志
品
や
八

謂
出
稼
の
用
向
を
承
り
居
り
し
が
.
中
頃
鍛
冶
片
原
町
へ
移
却
し
、
後

十
三
間
町
陀
居
住
す
と
。
但
し
明
治
十
七
年
二
月
庫
川
鱗
町
官
名
活

町
染
エ
八
問
屋
の
家
主
川
品
川
印
刷
制
け
袋
陀
移
仰
す
。
今
家
仰
の
哲
紀
時

一
切
仰
来
せ
宇
。
故
に
先
代
の
事
従
静
か
友
ら
や
，
。
按
-
干
る
K
・
金

向
き
染
エ
左
り
。
今
十
三
間
町
陀
探
梅
屋
仁
兵
衛
と
い
ふ
染
工
あ

り
。
是
む
か
し
黒
穂
屋
時
間
の
橋
爪
に
居
住
し
、
叫
制
度
株
取
を
勤
め
、

従
前
橋
番
人
の
居
宅
な
り
。
卒
保
九
年
の
士
岐
に
は
黒
梅
橋
と
あ
り
。

怒
仰
に
云
ム
。
昔
此
の
橋
爪
K
黒
梅
屋
と
て
染
エ
居
て
.
黒
梅
染
を

染
め
た
り
。
故
K
橋
名
と
す
と
。
明
治
略
国
務
の
後
板
橋
主
改
め
て
土

橋
と
な
し
た

p
。

O
星
…
梅
屋
染
ヱ
侮

削
指
梅
屈
と
呼
べ
る
染
エ
は
、
持
出
稼
園
初
以
来
の
宮
家
に
て
‘
止
闘
は
名

り
。
此
の
橋
名
は
、
元
称
六
年
の
士
制
慨
に
.
味
品
削
減
町
黒
稿
屋
橋
と

紀
縦
し
.
哲
務
中
は
惣
桃
掘
の
絡
な
り
。
今
橋
爪
な
る
小
家
共
は
.

橋
と
呼
べ
り
。
胡
桃
の
字
を
常
て
た
る
は
談
り
と
云
ム
ペ
し
。

O
黒

梅

屋

橋

金
制
押
橋
梁
紀
に
、
〈
る
み
や
裕
味
附
磯
町
と
あ
り
て
‘
今
も
く
る
み

ゃ
橋
或
は
く
る
み
橋
と
呼
べ
h
y
。
剛
品
開
株
を
呼
ぴ
絞
り
た
る
も
の
た

，、
五

梅
干
し
ぶ
に
て
さ
っ
と
染
た
る
は
梅
染
な
り
。
少
し
数
E
染
た
る
は

赤
梅
な
り
。
度
々
染
て
黒
み
あ
る
は
探
梅
也
と
い
へ
り
。
点
字
元
年

六
月
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
零
問
K
依
て
、
金
調
陣
紺
屋
根
取
奥
助
の
答

て
‘
元
は
黒
締
染
を
加
賀
染
と
な
し
け
る
を
、
後
に
は
い
つ
し
か
締

じ
て
‘
今
は
銑
房
染
を
加
賀
染
と
た
し
た
り
。
故
陀
梅
染
の
都
世
人

知
ら
ざ
る
や
う
に
成
り
た
り
と
。
伊
勢
貞
丈
雑
記
に
云
ふ
。
加
賀
の

梅
ぞ
め
と
い
ふ
は
.
加
賀
閤
よ
り
出
る
梅
染
の
絹
な
り
。
梅
染
と
は

黒
梅
染
絹
は
、
加
賀
圏
の
名
産
陀
て
、
加
賀
の
梅
染
と
も
或
は
加
賀

染
と
も
mm
し
・
今
俗
に
御
園
染
と
呼
べ
り
。
皆
期
間
二
重
絹
の
染
紛
に

も
、
黒
梅
染
と
は
如
何
な
る
染
色
な
る
か
.
染
方
は
勿
論
そ
の
染
法

の
趣
等
を
も
仰
承
せ
十
と
い
へ
り
。

O
黒
海
染
之
事
略

岬
陣
町
台
所
留
記
に
載
せ
た
る
元
総
五
年
十
一
月
町
事
行
和
問
小
右
街

門
よ
り
、
山
由
染
の
俄
陀
付
詮
臨
時
世
医
、
頭
取
紺
屋
共
之
内
探
梅
屋
治

左
衛
門
与
巾
者
糊
相
納
緋
仕
儀
有
'
之
.
首
屋
理
右
衛
門
と
巾
談
、
先

染
見
皮
由
巾
附
供
、
と
見
b
た
る
無
梅
屋
治
左
術
門
は
.
仁
兵
衛
の

先
代
な
る
べ
し
。
黒
梅
屋
の
屋
鋭
は
、
モ
の
さ
き
黒
梅
染
を
第
一

κ

染
め
た
る
ゆ
ゑ
の
綿
鋭
な
る
べ
け
れ
ど
、
今
は
モ
の
子
孫
と
い
へ
ど

右
雨
体
後
何
れ
か
赴
な
る
。
但
し
寸
人
並
び
往
け
る
陀
一
人
の
彩
見

h
宇
と
の
鏡
、
そ
の
質
否
は
い
か
ピ
な
り
け
ん
・
い
ま
だ
詳
か
な
ら

と
も
い
ふ
也
。
此
沼
浮
誌
も
在
〈
水
た
ピ
へ
た
が
ら
月
影
移
ら
・?

と
。惣
じ
て
理
外
の
定
迎
と
は
是
等
と
存
候
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
‘

見t見は人
不 h JL 橋
詳 す = 人 ョ'r
候と友 i弱
へいら Z7
E ふで 2ご
も。見?

1主~h ご
さ記~lすza
もに】と Eぞ
可候云 U

訟をふ iJI
耳}: 0 0 i!!: 
也答影{拝
。 云 な の
典。し刊1
州右の伐
のの井氏
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のり人月
沼候は m

る
応
な
れ
ば
、
地
筑
陰
怠
る
ゆ
ゑ
に
皮
の
火
け
た
る
故
に
や
。
考
ふ

る
陀
い
ま
だ
不
審
は
れ
A
Y
と
い
へ
り
。
函
披
問
答
に
一
耳
ム
。
金
滞
九

の
な
せ
る
と
と
陀
や
。
ま
た
此
所
人
家
二
・
三
批
判
あ
り
て
・
そ
の
向

ひ
一
方
は
竹
薮
に
し
て
磁
り
は
皆
武
士
の
屋
敷
友
り
。
少
し
民
み
た

『
も
‘
モ
の
数
不
足
せ
り
o
狛
も
不
審
に
訟
も
ひ
・
何
れ
の
人
影
の
う

つ
ら
ざ
る
や
と
・

銘
々
に
並
び
あ
ひ
て
泊
ム
花
、
右
の
端
左
の
綿

或
は
中
に
居
る
人
形
の
う
つ
ら
ざ
る
も
あ
り
。
一
度
々
々

K
逮
ひ
け

る
ぞ
‘
い
や
ま
さ
り
て
た
そ
ろ
し
う
副
首
ゆ
o
故
に
九
人
格
と
糾
す
と
。

叉
ひ
と
り
/
¥
わ
た
る
時
は
何
の
わ
づ
ら
ひ
も
注
し
。
た
ピ
十
人
打

そ
る
ひ
て
手
陀
乎
を
取
あ
ひ
渡
る
時
の
と
と
な
り
。
い
か
な
る
妖
怪

金
浦
古
蹟
志
径
八

来
町
名
判
然
せ
ざ
る
ケ
所
等
陀
更
に
町
名
主
建
て
た
り
o
此
の
時
黒

桜
橋
の
橋
名
を
取
っ
て
‘
上
初
挑
町
下
旬
挑
町
の
町
名
主
建
て
た

り
。
初
挑
は
く
る
み
と
い
ふ
。
是
彼
の
県
桜
橋
を
ば
世
俗
陀
く
る
み

普
諮
台
所
向
み
そ
ぐ
ら
町
な
ど
見
h
た
り
。
然
る
K
明
治
燈
務
祖
師
桝

の
際
戸
給
制
開
成
の
事
K
依
っ
て
・
金
津
市
中
町
名
を
取
し
ら
べ
・
従

せ
た
れ
ど
も
・
今
は
土
橋
と
成
り
・
栃
名
を
稿
す
る
も
の
も
な
く
、

橋
名
絶
え
た
る
が
如
し
。

O
下

胡

桃

町

此
の
町
は
・
止
悶
は
味
噌
桜
町
と
呼
べ
り
。
元
総
六
年
の
士
艇
に
、
御

る
と
あ
り
o

さ
れ
ば
俊
安
以
前
よ
り
此
の
橋
を
ば
九
人
時
間
と
呼
ぴ
た

り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
金
部
町
品
開
所
惣
緋
組
格
帯
方
刷
出
紀
を
見
る

に
、
延
寅
夫
利
点
平
民
の
個
性
北
ハ
K
・
丸
人
橋
評
人
の
名
を
減
せ

た
り
。
此
の
時
世
主
り
後
の
も
の
に
は
、
4

ん
も
多
〈
此
の
橋
名
主
戦

的
披
し
給
ム
時
・
金
津
城
下
通
行
に
て
浅
野
川
橋
よ
り
篠
嶋
盟
前
が

家
の
前
な
る
九
人
橋
を
渡
り
給
ひ
‘
本
多
安
易
の
屋
敷
へ
入
ら
せ
ら

ゃ，
。

或
は
一
苫
ム
。
九
人
橋
の
名
陀
鋭
て
い
ひ
出
た
る
俗
務
な
ら
ん

か
。

か
ミ
る
都
世
俗
に
多
し
と
‘
品
川
追
考
す
べ
し
。
九
人
抑
制
の
橋
名

は
、
三
笠
紀
に
、
段
安
元
年
中
納
宵
利
常
卿
武
州
江
戸
よ
り
小
松
へ

四




